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種類 光波測距 ＧＢＳＡＲ 振動センサー 震度計 ｾﾝｻｰﾈｯﾄ傾斜計 光ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ 雨量計 その他の観測・測量

目 的 溶岩ドームの変
位を計測する

溶岩ドームの変位を
全天候で計測する

地盤振動をリア
ルタイムに検知す
る

地震の震度を
計測する

溶岩ﾄﾞｰﾑ地表面の
傾斜を計測する

想定崩壊ﾌﾞﾛｯｸ頭部
の破断を検知する

土砂移動の誘因として
の雨量を計測する

航空ﾚｰｻﾞ計測や現地測量により溶岩
ドーム周辺の変位を計測する 2

 H28年度以降、現在の観測体制を継続。

１．監視・観測体制の概要

凡 例

光波測距観測器(ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ)

光波測距ﾀｰｹﾞｯﾄ(ﾌﾟﾘｽﾞﾑ)

ＧＢＳＡＲ

ＧＢＳＡＲﾀｰｹﾞｯﾄ
（ｺｰﾅｰﾘﾌﾚｸﾀｰ）

振動センサー

震度計

センサーネット傾斜計

光ワイヤーセンサー

監視カメラ

雨量計

※振動ｾﾝｻｰ・地震計ともに
振動波形を観測するもの。
震度計は波形ではなく
震度のみを観測するもの。

想
定
崩
壊
ブ
ロ
ッ
ク

の
頭
部

垂木台地ガリ

赤松谷川10号床固工

赤松谷川上流
水無川2号えん堤右岸

赤松谷ガリ1・2

千本木島原港線

おしが谷上流

千本木1号えん堤右岸



２． 第11ローブの挙動の概要まとめ
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①航空レーザ計測、光波測距、GBSARより：
沈降しながら継続的に東～東南東に変位 → 昨年度同様
（GBSARの末端4ブロックでは異なる挙動を観測）溶岩ドーム

破砕部

平成噴火前の
地山

●ｾﾝｻｰﾈｯﾄ傾斜計より：
東西方向は西向きの動きに遷移している。
→ 昨年度同様

 概ね例年と同様の変化傾向が継続し、従来と大きな変化はない。
 全体として沈降しつつ東南東方向へ変位している。
 GBSARの末端4ブロックの観測結果は斜距離が大きくなる挙動となっている。

20
0m

程
度

②振動センサーより：
小崩落と思われる波形が今年度２回観測された。

P9
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 本年度9月までに溶岩ドームにおいて
4箇所の小崩落が確認された。

 平成新山山頂の岩尖の一部が崩落し
たほか、溶岩ドーム縁辺部の急崖地
形で崩落が発生した。

 いずれも、市街地等への影響はない。

３．今年度発生した小崩落について

小崩落① 小崩落② 小崩落③ 小崩落④

発生日
(推定)

2021/4/27 2021/6/4 2021/6/22 2021/9/5

幅 10m 17m 40m 20m

高さ 33m 25m 38m 75m

崩壊
土量

300m3 1520m3 5200m3 700m3

崩壊
面積

120m2 200m2 580m2 550m2

■小崩落箇所（垂直写真）

■小崩落箇所（差分図） ■小崩落諸元


